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　新しい図書館システムが導入されました。

　蔵書検索システム（OPAC）もWeb版になり，操

作が簡単になった上，オンラインジャ－ナルにもリ

ンクされました（オンラインジャ－ナルは，学内の

みのアクセス制限のものもありますのでご注意くだ

さい）。

　教員は，Webにより図書の発注やILL依頼が可能

となり，学生も貸出状況の確認や貸出予約が出来る

ようになりました。

　図書館Webペ－ジよりご利用ください。

　館内資料に限り，コピ－サ－ビス（モノクロ）を

始めました。カウンタ－にある「申込用紙」に記入

の上，申込ください。１枚２０円です。
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　昨年実施された「第３回読書感想文コンクール」

で，特別大賞を受賞した３編のミニ展示会を開催し

ました。

　あわせて，「第４回読書感想文コンクール」にむ

けての推薦図書も展示し，コンクールへの応募を募

りました。

フィルムカバーサ－ビスについて図書館システムが新しくなりました

館内資料コピ－サ－ビスの開始

ミニ展示会を開催しました

最後の副図書館長として

　　　　　　　　　　　　　人文科学科　奥山　慶洋　

　私にとって，図書館というとどちらかといえば遠い存在でした。昔からあまり本を読むことが好きで

はなかったため，どうしても足を運ぶ機会が少なかったのです。そんな私が，今年度副図書館長という

職を受け，どんなことができるだろうかといろいろと考えました。しかし，結果的には，何かをすると

いうよりも，むしろ他の図書館関係者の皆さんから学ばせてもらうことの方が多かったと思います。図

書館の仕事というと，学生の皆さんは本の貸し出し業務を思い浮かべると思いますが，実は，それはほ

んの一部にすぎません。学校図書館として，学生および教職員にどんなサービスができるのかを考え，

よりよい図書館へと発展させていくために，時間外開放の手続きを行ったり，地元図書館との連携を

計ったりなど，学校内外を問わずその業務は多岐にわたっています。そのことが，図書館の内側に入る

ことによってよく分かりました。「図書館は日々進化している」これが，今年１年間，副図書館長とし

て図書館と関わってきた感想です。副図書館長という職は，学校の組織改変という流れの中，今年度限

りでなくなってしまいます。この職のおかげで，学校の顔である図書館と直接的に関わることができ，

許されるならもう１年やってみたかったというのが正直なところですが，学校全体の発展のためであり

仕方ありません。来年度以降は，また一人の教員として外側から図書館と関わることになりますが，以

前のように足を遠のかせることのないよう，図書館，そして本との関わりをこれからも大切にしたいと

思います。
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